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改 良 山 成 工 標 準 設 計 図 集 目 次

 この図集は、オホーツク東部管内における改良山成工の標準設計

資料です。

 改良山成工は、農作業効率の向上及び農地保全(法面崩壊・土砂

流出防止)を図り、ほ場の立地条件を十分把握し経済的な造成と附

帯工計画を行うことが基本です。

オホーツク総合振興局 産業振興部
東部耕地出張所
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・表面水が流下する箇所の耕作道で、排水工が併設されていない場合は

・抜根堆積箇所の表土は剥ぎ取らない。

・計画勾配の変化点は、屈点から両側10m～20m程度の幅で曲線的なすりつけで仕上げる。

・盛土法面の植生を吹付により行う場合は、法面仕上げをキャタピラー転圧で実施する。

・表面水の承水路を兼ねる転落防止工および耕作道路工（嵩上タイプ）設置箇所で、

 排水工が併設されていない場合は、作工から2m程度の幅で緩勾配区間を設置する。

 緩勾配の横断勾配を付す。

・転落防止工は基盤と一体施工の余盛転圧を行い、削り取り整形とする。

・切、盛土の切替り区間において、現地盤勾配が1：4.0以上で特に十分な転圧幅が

 確保できない盛土部は、断切り施工を行う。
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遮水シート面積数量表
敷設位置 計  算  式 面 積

底 面 プラニより 4.59

側 面 0.125+0.05)×2
(0.40*2.0+0.175+

2.30

呑口桝

合 計 ｍ

(0.33＋0.15＋0.90＋0.85)
2.52

×1.00＋0.90×0.65/2)×2

9.41
２

敷設位置

底 面

植生土のう面積数量表
計  算  式 断面積

  出来上がり寸法(平面) 300×500

法面側

側 面

合 計
２
ｍ

平面積＝ 0.30 × 5.0 ＝ 1.50

  1.50/(0.30×0.50)＝10袋

断面積＝ 0.50×0.10×10

0.50

( 2.0 × 0.30 + ( 1.75 +

 1.25 + 0.50 ) × 0.1 ) ×2
1.90

2.40
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堆砂型承水路  遮水シート敷設図
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堆砂型承水路 遮水シート敷設図

遮水シート規格
単層 軟式塩ビ厚1.0mm 伸び率290%以上



呑
口
水
路
工

植
生
土
の
う

L
=7
 
00
0

積 芝 工

植生土のう

400×600

畦畔盛土工

1 
00
0

積 芝 工

ふとんかご

1200×2000×500
線径4.0mm 網目13cm

植生土のう

400×600

ふとんかご

1200×2000×500
線径4.0mm 網目13cm

Ｂ
Ｂ

Ａ Ａ

Ｂ
Ｂ

平 面 図

EL

1：2.0

1:1.0

10.0％

10.0％

正 面 図

1:1.5
1:
1.
5

S=1:100

S=1:100

3 000 3 000

特殊呑口桝

1,700×800×1,000

止水壁

3,000×1,650×150

止水壁

3,000×1,650×150

2
 
00
0

2 
0
00

3 
00
0

植生土のう

400×600

特殊呑口桝

1,700×800×1,000

コンクリート平板

コンクリート平板
植生土のう

400×600

植生土のう

400×600

特殊呑口桝

1,700×800×1,000

3 000

呑口水路工

L=7 000植生土のう

300×600×60 L=7 200

L=7 200300×600×60

コンクリート平板

L=7 200300×600×60

止水壁

3,000×1,650×150

断 面 図
S=1:100

合成樹脂波付加工管

合成樹脂波付加工管

平 面 図

側 面 図正 面 図

特殊呑口桝（φ450～600）構造図

（農業土木用特殊呑口桝）
S=1:30

Ａ－Ａ断面

Ｂ－Ｂ断面

植生土のう

400×600

450 300

S=1:30

S=1:30

畦畔盛土工
1:2.0

30
0

5
001:

1.
0

500450

1:2.0

600

コンクリート平板

300×600×60

1:
1.
5

1:
1.
5

1:
1.
0

450 450 300 500950

1:1.53
00

60

30
0

6
0

1:1.5

45
0

4
50

6
5
0

150

植生土のう

400×600

コンクリート平板

300×600×60

φ

9
5
0 80
0

1
50

1 700

150 1501 400

1 000200 200

2 000500 500

10010
0

2
00

200

3 000

800 8001 400

1
 6
5
0

1
 0
5
0

6
00

1
 0
5
0

6
00

150

150

150 200600

950

8
50

1 
0
00

1
5
0

1
5
0

1
00

畦畔盛土工

株式会社  ○○コンサルタント

1 / 1

放水工特殊呑口桝 [ K型桝 ]  標準 定規図
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計  算  式 断面積

合 計
２
ｍ

  出来上がり寸法(平面) 300×500

平面積＝ 0.50 × 4.5 ＝ 2.25

  2.25/(0.30×0.50)＝15袋

断面積＝ 0.50×0.10×15

0.75

(0.40＋0.30)／2×

＋ 0.40 × 1.00

(0.40＋0.30)／2×

(0.86＋1.36)／2×0.30＋

(1.00＋1.50)／2×0.40
0.83

遮水シート面積数量表
敷設位置 計  算  式 面 積

合 計

呑口桝
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側 面

法面側

側 面

耕地側

底 面 0.50 × 4.50
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(1.03＋0.78) ／ 2 ×

0.50×0.10＋1.25×0.40＋

(0.30＋0.15＋0.90＋0.65)

×1.00＋0.90×0.65／2×2
2.59

1.29
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4.61

2.25

(4.90＋4.50) ／ 2

(3.90＋3.50) ／ 2

(0.50＋1.36)／2×0.80

14.09ｍ
２

(3.60＋3.30)／2×

(3.60＋3.30)／2
1.21
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φ 4 5 0呑口  Ａタイプ

畦畔盛土工

遮水シート規格
単層 軟式塩ビ厚1.0mm 伸び率290%以上

遮水シート

ほ場摺り付け

※水路へ表面水を導くよう勾配を設けること。

※侵食を考慮し、植生土のうは耕地面より低くすること。

※遮水シート端部から裏側に表面水が流入しないようにすること。
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(3.60＋3.20)／2×2

(3.60＋3.20)／2×2

(0.50＋1.36)／2×0.80

(0.30＋0.15＋0.90＋0.65)

×1.00＋0.90×0.65／2×2

21.67ｍ

2.59

1.49

6.15

7.74

3.70

(1.08＋0.88)／2×

＋ 1.08 × 1.00

(1.03＋0.78)／2×

× 2

遮水シート面積数量表

２

1.30

法面側

側 面

両端部

耕地側

側 面

敷設位置

底 面

植生土のう面積数量表

平面積＝ 0.50 × 7.7 ＝ 3.85

計  算  式 断面積

断面積＝ 0.50×0.10×26

合 計
２
ｍ

  3.85/(0.30×0.50)＝26袋

  出来上がり寸法(平面) 300×500

(0.86＋1.36)／2×0.30×2 0.67

(0.40＋0.30)／2×

＋ 0.40 × 1.00

(0.40＋0.30)／2×

(3.60＋3.30)／2×2

(3.60＋3.30)／2×2
2.42

2.82

7.21
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放水工吸出し防止シート敷設図
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畦畔盛土工

遮水シート規格
単層 軟式塩ビ厚1.0mm 伸び率290%以上

遮水シート

ほ場摺り付け

※水路へ表面水を導くよう勾配を設けること。

※侵食を考慮し、植生土のうは耕地面より低くすること。

※遮水シート端部から裏側に表面水が流入しないようにすること。
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敷設位置 計  算  式

底 面

遮水シート面積数量表

(0.60 ＋ 0.90) ／ 2 ×

 3.00

(3.60 ＋ 3.10) ／ 2 ＋

(1.20 ＋ 0.83) ／ 2 ×

(3.58 ＋ 3.20) ／ 2
側 面

耕地側

側 面

法面側
(1.03 ＋ 0.78) ／ 2 ×

(4.20 ＋ 3.20) ／ 2 ＋

(1.03 ＋ 0.73) ／ 2 ×

両端部

(0.50 ＋ 1.36) ／ 2 ×

 0.90 ＋

(0.60 ＋ 1.36) ／ 2 ×

 0.78

呑口桝

合 計

(0.30＋0.15＋0.90＋0.65)

×1.00＋0.90×0.65／2×2

 0.50 × 4.2 ＋

(1.20 ＋ 0.88) ／ 2 ×

(3.80 ＋ 4.71) ／ 2

法面側

側 面

両端部

耕地側

側 面

合 計
２
ｍ

  出来上がり寸法(平面) 300×500

(0.86＋1.36)／2×0.30×2 0.67

敷設位置

植生土のう面積数量表
計  算  式 断面積

平面積＝ 0.50 × 4.2 ＋ (0.60 

         ＋ 0.90）／ 2 × 3.00

      ＝ 4.35

  4.35/(0.30×0.50)＝29袋

断面積＝ 0.50×0.10×29

底 面 1.45

(0.40 ＋ 0.30) ／ 2 ×

面 積

1.60

ｍ

2.59

２

4.35

6.92

7.09

22.55

((3.60 ＋ 3.30) ／ 2 ＋

(3.58 ＋ 3.28) ／ 2)

2.41

(0.40 ＋ 0.30) ／ 2 ×

((4.20 ＋ 3.60) ／ 2 ＋

(4.71 ＋ 4.01) ／ 2)

2.89

7.42
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畦畔盛土工

遮水シート規格
単層 軟式塩ビ厚1.0mm 伸び率290%以上

遮水シート

ほ場摺り付け

※水路へ表面水を導くよう勾配を設けること。

※侵食を考慮し、植生土のうは耕地面より低くすること。

※遮水シート端部から裏側に表面水が流入しないようにすること。
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遮水シート面積数量表
敷設位置 計  算  式 面 積

底 面

耕地側

側 面

法面側

側 面

両端部

呑口桝

合 計

0.50 × 4.80

19.32

(1.58＋0.88) ／ 2 ×

(1.60＋0.78) ／ 2 ×

0.50×0.10＋1.50×0.60＋

(0.30＋0.20＋1.30＋0.90)

×1.30＋1.30×0.90／2×2

(0.50＋1.36)／2×0.80

(3.90＋3.50) ／ 2

(5.20＋4.80) ／ 2

4.68

1.69

4.40

6.15

2.40

ｍ
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植生土のう面積数量表
計  算  式 断面積

合 計
２
ｍ

  出来上がり寸法(平面) 300×500

平面積＝ 0.50 × 4.8 ＝ 2.40

  2.40/(0.30×0.50)＝16袋

断面積＝ 0.50×0.10×16

0.80

 0.60 × 1.30

(0.60 ＋ 0.30) ／ 2 ×
(3.60 ＋ 3.30) ／ 2 ＋ 2.33

(0.60 ＋ 0.30) ／ 2 ×

(3.60 ＋ 3.30) ／ 2
1.55

(0.86＋1.36)／2×0.30＋

(1.00＋2.00)／2×0.60
1.23

5.91
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遮水シート規格
単層 軟式塩ビ厚1.0mm 伸び率290%以上

遮水シート

ほ場摺り付け

※水路へ表面水を導くよう勾配を設けること。

※侵食を考慮し、植生土のうは耕地面より低くすること。

※遮水シート端部から裏側に表面水が流入しないようにすること。
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ほ場摺り付け

※水路へ表面水を導くよう勾配を設けること。

※侵食を考慮し、植生土のうは耕地面より低くすること。

※遮水シート端部から裏側に表面水が流入しないようにすること。
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※遮水シート端部から裏側に表面水が流入しないようにすること。
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※洗掘の恐れがある場合は設置を検討すること
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沈砂提 基本計画イメージ図
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※ 湖沼浚渫底質土の固化処理材料利用等

沈砂堤は 「土堰堤」 や 「鉄線篭堤」 などが考えられる。
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※

捕捉した土砂の谷線底部への流動・集中を抑制するためである。

施工中及び法面植生未熟期間の土砂流出防止について

施工中の沈砂池規模は、V= 50m3/1ha程度を標準とする。

 ○ 施工中の沈砂池規模

施工当初に本設沈砂池を設置し、運土施工中の現況地形流末位置には、集水面積に応じた

規模の仮設沈砂池を配置することが望ましい。

法止めとして土圧に対抗する構造ではない。※

 ○ 本設沈砂池及び仮設沈砂池の基本配置

 ○ 長大盛土法面の雨水浸食土砂の流出防止対策

盛土法面植生の未熟期間の雨水浸食による小規模の土砂流出防止対策として、

帯梢柵工（参考図）を検討した。

柵工と法尻の間に設置する仕切りは、地形成りに高さ40cm程度で設置するため、
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帯 梢 柵 工 （ 参 考 図 ）
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施工中及び法面植生未熟期間の土砂流出防止について

施工中の沈砂池規模は、V= 50m3/1ha程度を標準とする。

 ○ 施工中の沈砂池規模

 ○ 本設設沈砂池及び仮設沈砂池の基本配置

施工当初に本設沈砂池を設置し、運土施工中の現況地形流末位置には、集水面積に応じた

規模の仮設沈砂池を配置することが望ましい。

 ○ 長大盛土法面の雨水浸食土砂の流出対策

盛土法面植生の未熟期間の雨水浸食による小規模の土砂流出防止対策として、現地発生材に

よる連柴柵工（参考図）を検討した。

法止めとして土圧に対抗する構造ではない。※

※

捕捉した土砂の谷線底部への流動・集中を抑制するためである。

柵工と法尻の間に設置する仕切りは、地形成りに高さ50cm程度で設置し、
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施工中及び法面植生未熟期間の土砂流出防止について

施工中の沈砂池規模は、V= 50m3/1ha程度を標準とする。

 ○ 施工中の沈砂池規模

施工当初に本設沈砂池を設置し、運土施工中の現況地形流末位置には、集水面積に応じた

規模の仮設沈砂池を配置することが望ましい。

 ○ 長大盛土法面の雨水浸食土砂の流出対策

※

盛土法面植生の未熟期間の雨水浸食による小規模の土砂流出防止対策として、土留マットに

よる土留マット柵工（参考図）を検討した。

 ○ 本設沈砂池及び仮設沈砂池の基本配置

捕捉した土砂の谷線底部への流動・集中を抑制するためである。

柵工と法尻の間に設置する仕切りは、地形成りに高さ80cm程度で設置し、
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土 留 マ ッ ト 柵 工 （ 参 考 図 ）
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